
 

 

 

 

グローバル課題研究 カリキュラムＣ 

校外学習 

 

開催概要 

◆ 日 時 ： 2017年1１月１６日 (木)   

◆ 訪問先：国際開発領域    JICA中部 なごや地球ひろば  

国際ビジネス領域  カツミ工業（講演） かすがいビジネスフォーラム  

医療・福祉領域   名古屋第二赤十字病院 AHIアジア保健研修所  

環境・エネルギー  かすがいビジネスフォーラム 大和エネルフ株式会社  

◆ 参加者： 国際コース 1年生 40名、啓明コース 1年生 88名 

◆ 学習のねらい： 

(1) 本校の SGH(スーパーグローバルハイスクール)活動の 4つの探求課題(国際協力、国際ビジネス、 

環境・エネルギー、医療福祉)から一つを選び学習をする。 

     (2) 社会課題に対する興味関心を持ち、コミュニケーション能力、問題解決能力などの国際的素養を身につ 

ける。 

     (3) 今後の研修旅行につなげるべく、班別研修に対する姿勢を身につけ、また進路を考える。 

     (4) 地域の企業(Local)や国際機関(Global)を訪れ、Glocal視点を持つ人材として必要な資質を身につける。 

各領域の活動    

■ 国際開発 ―――――――――――――――――――― 

【ＪＩＣＡ中部】 

 ＪＩＣＡが行っている仕事内容や援助・支援を行う理由を説明してい 

ただき、その後、地球広場にて「ＳＤＧｓ」について学びました。 

 ＪＩＣＡでは「ＳＤＧｓ」を実現すべく、「みんなの学校プロジェクト」では、 

指導力の向上をめざして具体的な人材育成を行っていることなど、 

国際開発分野において求められているものを知ることができました。 

 その後、作業療法士の資格を持ちベトナムで海外青年協力隊員とし 

て活躍された 酒井典恵さんから、ベトナムでの実際の協力活動や現 

地の仕事についてお話をしていただきました。 
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■ 国際ビジネス ―――――――――――――――――――― 

【午前：講演】 カツミ工業 代表取締役 西脇徹さん  

プレス金型設計・製作・加工を行っている企業の活動について 

お話ししていただきました。近年はベトナムでの活動が拡大し、現 

地のニーズに合わせてグローバルに活躍する企業の活動につい 

て知ることは、生徒の今後の活動に具体的なイメージをもたせるも 

のとなりました。 

       

 【午後：かすがいビジネスフォーラム】 

１３６社が参加する、春日井商工会議所主催の地域産業振興の 

ためのフォーラムに参加し、班ごとに希望する企業ブースを訪問し 

ました。事前学習で疑問に思ったことを質問し、地元企業の活動に 

ついて学ぶことができました。 

 

 

■ 医療・福祉―――――――――――――――――――― 

      【午前：名古屋第二赤十字病院】                     

           多くの国々で献身的な医療活動経験を持つ横江正道さん、山田 

則子さんのお話を聞くことができました。言葉の壁を越える異文化理 

解の姿勢、「愛情こそ人助けの根本」という使命感に満ちたお話から、 

生徒たちも多くを学びました。 

 

       【午後：国際協力NGO AHIアジア保健研修所】 

           ＮＧＯ団体による民間の保健指導など医療支援の実情についての 

講話をしていただきました。「ラクの赤ちゃん」などワークショップなど 

を通して体験的に学ぶことができました。また医療面だけでなく、貧困 

問題や差別問題など現在の世界が抱える多様な問題とその解決につ 

いて考えることができました。 

 

 

■ 環境・エネルギー ―――――――――――――――――――― 

【午前：かすがいビジネスフォーラム】 

１３６社が参加する、春日井商工会議所主催の地域産業振興の 

ためのフォーラムに参加し、班ごとに希望する企業ブースを訪問し 

ました。事前学習で疑問に思ったことを質問し、地元企業の活動に 

ついて学ぶことができました。 

 

【午後：大和エネルフ】 

大和エネルフは、環境エンジニアリング企業として、再生可能エネ 

  ルギー製品の製造・販売や廃棄物の収集、運搬及び処分により、資 

源の再エネルギー化を進めています。ゴミをいかに再資源・再エネル 

ギーとして活用するか、廃棄物の成分分析の方法や、再資源品として 

具体的にどのようなものが生成されるか、など多くを学ぶことができまし 

た。質疑応答では積極的に質問する生徒の姿がみられました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


